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s消費電力 1/100 論理振幅 JV一ICmV素子のstoredenergy1/1
00-1/1000周囲
温度 800K-dK超伝導線路
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いうような感じが大体するんじゃないかと恩うんで
す.そうなりますと,何か大分前に計算をなさって,こ
れは私も言い出しっぺですが,レコードが何枚かICに
入るという話を聞いたんですが,これはどうも私には
計算がよくわからないんですが,しかし事務用のメモ
リ程度の集積回路ということは考えられるわけでござ
いまして,これはモータが要りませんので,電気スキ
ャンでやれるという点から考えますと,小型のあまり
音質を問題にしない程度の記録機器でございましたな
らばシリコンチップで録音するということは現実の問
題になっているんではないかというように考えます.
すでにある会社では,チップを入れて時計に短時間の
レコーディングをなさった所があるようでございます
けれども,ああいう傾向というのはおそらくだんだん
に出ていくんではないかということで,将来,ページ
メモリくらいのことはマグネから頂だいすることにな
るんではないかという気がいたしております.
司会 さっき角田さんに見せていただきましたメモ
リの階層性についてのスライドがありましたね.いわ
ゆるキャッシュメモリから一番低いレベルのメモリま
でいろんな階層があるわけですけれども,光ディスク
というのは一体将来どの辺まで領域を広げられるのだ
ろうかと.さっきの話ではきわめて内輪に,垂直磁化
によるメモリ領域はカバーできるというようなお話が
あったわけでありますけれども,その先は可能性はあ
るんでしょうか.上の方ですが--
角田 その辺は非常に謙虚に考えております.
いまの磁気ディスクとその上のところの階層という
のはものすごいギャップがあるわけですね.そこのと
ころを多少食い込んだとしてもあまり意味がないんじ
ゃないかと思っております.光としては,当面考えて
いるのはせいぜい磁気ディスクの置き換えで,むしろ
本命の領域は底辺の方にあるんじゃないかと考えてい
ます.可搬性があるとか,オートマウントができるな
どという特徴ほいままでの計算システムから見たとき
にメモリとして相当不足している領域ですから,その
所でなんとか生きていくというのが大事じゃないかと
考えております.
中村 先ほど西洋先生がおっしゃったように,やは
り半導体の領域との競合というのはないのではないか
と思います.やはりむしろ光ディスクとの間でどこを
どう使うかということが問題になってくるのではない
かというような感じがします.磁気記録というのは,
昔から情報をとっておくというような使い方をしてお
りますし,これからもそういう要求が強いだろうと息
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います･たとえば病院で,レントゲン写真が収容しき
れないくらいあふれちゃうので,これを何とか′したい.
一つの方法として,それを光ディスクによる.というシ
ステムもあるけれど,個人ベースでもう少し簡単に使
えるものとして,垂直磁気記録というものがもうひと
つ注目されているわけです.
ただ,先ほど言いましたように,媒体が一番かなめ
なんですが,信頼性のある媒体がいつできるか,これ
が解決されれば,媒体の製造工程としては光ディスク
をつくるよりもかなり大量に,安く供給できるように
なります.
先ほどどらんに入れるのを忘れましたが,普通のフ
ロッピィ-ディスクケースの中に入れてある垂直媒体
は,プラスチックベース上の金属膜ですのでこれを
テープ状にしょうが,ディスク状にしょうが,カード
状にしょうが,非常に体積当たり一の記録容量は大きく
なります,ですから狭い倉庫でもたくさんの情報が入
れられるわけで,この辺が最も期待されています.磁
性材料は従来から高い信額性をもっておりますので,
今後も光ディスクと違った分野で,ますます使われて
いくのではないかと期待しております.
司会 ただいまのお話を総合いたしますと,半導体I
からマグネ,光ディスク,すべて共存共栄できるとい
う状況のようなお話なんですね.
では今度は拓き4/にお願いしたいんですが,いわゆ
る液晶の関係というのは将寒,記憶系に対して何か意
味を持つような状況がつ くられるか.さっきかなり
悲観的な話だったわけですが,その辺いかがで しょ
うか.
堀 そうですね･先はどいわゆるディスプレイとい
う立場でお話ししたんですが,もう一つ,ソフトコ
ピーといいますか,ベーパレスの時代ということで先
ほどご紹介をいたしましたメモリ形のディスプレイを
記憶系の一種と考えるならばやっていく意味があるん
じゃないかとは考えておりますが.
司会 あと,一つは問題提起になるんですが,最初
のときにお話ししましたように,実はデバイス関係の
グループといわゆるシステム関係のグループの間の情
報のコミュニケーションがきわめて悪い.最初の西浄
先生の特別講演のお話の中にあったと恩うんですが,
たとえばCADシステムについて考えたとき,日本で
は全部が外国製であると.つまり半導体工業の中心的
な部分が全部外国からの輸入では非常に困ることにな
ります.考えてみますとそれはシステム屋に対する一
つの猛省をうながす問題じゃないだろうかと恩うんで
すね.
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で,こういう問題をやはりわれわれは今後考えてい
かなければだめでしょう.日本の半導休工業はきわめ
て隆盛でありますけれども,果して 10年先はという
ことを.C関してはきわめて問題があるんではないかと思
ちております.そういう問題をこれからいかにしたら
いいか,これが一つの大きいテーマと思いますがいか
がでしょうか.
司会 それではデバイス屋さんの方からシステム屋
に対して.の何か強い要望みたいなものがございました
ら一言ずつ簡単におっしゃっていただいて,きょうの
幕を閉じたいと思いますが-･-
西洋 平素ソフト屋さんがハードのことに興味を持
ってくださらないということを非常に残念に思ってお
ったわけですが,野口教授がそういうことが非常に大
事だと思ってられるのを聞きまして,これはもうすべ
て安心しても大丈夫だと思ったわけでございます.
安部 デバイスがどういった領域に使われるのが-
番マッチングがとれているかということをデバイスサ
イドとして一番知りたいし,その辺はシステムサイド
としても密接なコンタクトを望んでいると思います.
現状でたとえば,シリコンと GaAsなどいろいろあ
りまして競争するわけですが,ある開発段階では競合
するとして,ファイナルな状態でどういったところに
落ちつくかということを,見極めることが重要である
と思います.そのためには,デバイス開発のスタート
のレベルからフリー にディスカッションしていくとと
もに,お互いの柔軟な発想が非常に能率のよい開発に
つながるんじゃないかと思います.
岡部 先ほど自分の話のときにも申し上げたのです
が,ジョセフソンみたいにちょっと変わった素子にな
りますと,CPU をどうやってつくったらいいかまっ
たくわれわれには見当がつかないわけですね.ともか
くこれは最低限のロジックをやることはわかってい
る.CPU も原理的に作れることもわかっているけれ
ど,具体的にどう組み合わせたらどこがネックになる
かまったくわからないんですが,そのくらいの段階で
はシステム屋さんはどなたも関与なされない.で普れ
ばそういう冒険的なところにシステム屋さんもぜひ入
っていただいて,もうわれわれが全部やって,CPU
までつくってみせるまで動きませんよなんていう態度
ではないことをお願いしたい.できるだけ早いうちに
救済措置をとっていただければ非常にありがたいと思
っております.
阪口 光についてはもうちょっとベーシックなレベ
ルかと恩うんですが,いまトランジスタがようやく使
えるような時代と同一時代になったんじゃないかと考
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えます.要するに 1960年代のころは, トランジスタ
を使っていろんなコンピュータやプロセッサをおつく
りになった方は,いまもうむしろ現役じゃなくて,い
ま現役の方は256KICを持ってきていろんなツール
を組み合わせて何か CPUをつくっていらっしゃる.
その点,光というのは本当にトランジスタの時代なも
のですから,そこまで手を伸ばしていただかないとな
かなかわれわれと会話ができないというような時代な
んです.ぜひそういう方が一人でも二人でも多く出て
いただくと,一緒に何か新しいことを考えていくこと
ができるんじゃないかということで,ぜひそういう方
があらわれていただきたいということでございます.
中村 私にはちょっとむずかしい質問ですが,新し
い磁気記録方式を考えて,装置を試作している七同時
に,実はユーザでもあるわけで,現在,われわれのと
ころでわからないことの一つは,どういう記録装置が
当面要求されているかという点です.記録容量の大き
な媒体も,装置もできそうだ.一方計算機がある.そ
れらをどういう規模のシステムとしてつないだらいい
か,どの程度の記琴装置を想定し,インタフェースを
どうするのか,記録密度が上がり,転送レートを遠く
できる.すでにあるインタフェースが流用で きるの
か,新しい考え方でつくらなければいけないのか,そ
の辺のところを教えていただきたいと思っています∴
角田 デバイス屋から見るとシステム屋というのは/
クールな人が多くて,素性がはっきりするまでなか琴
か新しいデバイスを使ってくれようとしないtとが多
い.今後,新しいデバイスを積極的に使い新しいシス
テムを築き上げて行くためにはもう少し本質を見極め
たお互いのつき合い方みたいなものが非常に大事じゃ
ないかというふうに思います.
堀 先はど安部さんあるいは岡部先生の方からもお
話があったようであり,同じような話になるかと思い
ますが,デバイスとして完成された時点で取り扱うと
いうことでなくて,いろいろ特性的にまだ問題がある
というような状態ではあっても,もう少し前から一緒
につき合ってやっていただくと,システムとして早く
できるんじゃないかというような気がいたします.新
しいデバイスは,抵抗やコンデンサをつくるように簡
単にはいかないということをど理解いただきたいと思
います.
司会 貴重など意見ありがとうございました.
司会の不手際で 30分はど延びてしまい･ましたが,
以上で終了いたしたいと思います.
改めてパネリストおよび参加者の皆様に感謝をした
いと思います.
